
寸

の

油

断

が

事

故

の

も

と

一

時

停

止

は

怠

り

な

長
男
一

敏
幸
一

E

今
年

は

交

通

事

故

が

な

く

非

一

等

の

家

畜

を

つ

な

い

で

居

り

一

鈴

長

男

一
1

常
に
喜
ん
で
居
り
ま
し
た
と
と
一
ま
す
が
、
道

路

に

上

ら

ぬ

よ

一

孝

幸
一ーョ

ろ
五
月
二
十
五
日
踏
刷
り
で
、
一

う
遣
い
処
に
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
一日
の
出
町
佐
久
間
栄
四
郎
二
女
一
t

パ
イ
グ
と
気
動
車
が
個
突
し
て
一

う
.

一

型
恵
一日

御
気
の
毒
に
も
パ
イ
P
に
乗
っ

一
面
以
上
色
々
白
事
で
道
路
交
通
一大

和

町

長

女

一1

て
い
た
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
一
法
の
違
反
を
起
し
ま
す
と
最
一

久
美
子
一

一

一

一

末
広
町

己
れ
等
白
事
故
を
省
り
み
ま
一

高
五
年
以
下
徴
役
或
は

一
万
一日

二

女

一

す

と

車

が

踏

切

り

を

通

過

す

る

一

円

以

下

の

罰

金

に

処

せ

ら

れ

一

陽

子

一

E

場

合

に

は

踏

切

の

前

で

停

っ

て

一

ま

す

。

一

南

長

男

一

1

安

全

で

あ

る

事

を

確

め

て

か

ら

一

ま

た

飲

酒

田

上

で

の

事

故

瑛

一

範

之
一市

通

る

べ

き

だ

っ

た

の

で

す

・

一

は

混

反

に

対

し

て

は

二

倍

の

一

神

田

男

-i

ど
う
か
皆
さ
ん
も
再
び
己
白

一

刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
.

秀
志
郎

織
な
郁
紋
由
起
ら
ぬ
よ
う
踏
切

で
は
一
時
停
止
を
し
て
安
全
白

硝
昭
を
し
て
下
さ
い
.

@
今
金
町
内
の
名
所
で
は
道
路

工
事
や
、
家
屈
の
移
転
等
で
道

路
が
国
拙
か
っ
た
り
狭
か
っ
た
り

し
て
担
り
ま
す
の
で
、
そ
ん
な

場
所
で
は
徐
行

L
t他
人
白
迷

惑
に
な
ら
ぬ
よ
う
安
全
運
転
を

タ
イ
ヤ
、
石

油

、

軍

油

等

し

て

下

さ

い

。

電

袖

を

使

用

す

る

場

合

@

道

路

で

車

に

泥

や

、
汚
水
を

そ

の

他

を

考

慮

す

る

と

と

飛

ば

さ

れ

迷

惑

を

受

け

た

場

合

は
も
ち
ろ
ん
で
・
方

法

は

一

坪

は

車

白

ナ

ン

バ

ー

そ

の

他

運

転

白
簡
閲
民
、
わ
h
叉

は

乾

燥

し

車

を

党

え

て

直

ぐ

警

察

に

御

知

た
雑
草
合
政
戸
散
ら
し
、
軍

油

ら

せ

下

き

い

。

約
ご
升
を
平
均
に
散
布
し
点
火
一

曲
馬
車
で
仔
馬
を
滝
れ
て
道
路

し
ま
す
・

d

ケ
所
白
鶴
殺
訂
効
↑

一

を
通
る
人
は
仔
馬
を
安
全
に

刷
取
は
、
地
形
に
よ
り
巽
な
る
一

町

民

の

声

か

ら

町

政

一

つ
な
い
で
下
さ
い
・

が
約
一
町

1
=一
町
ま
で
と
さ
れ
一
町
民
の
自
由
な
声
を
聞
き
二
世
一添
う
よ
う
碑
織
か
ら
の
投
稿
を
一

文
山
村
田
道
路
に
入
り
ま
す

て

い

ま

す

・

-

町

政

の

t
に
少
し
で
も
期
待
に
一
歓
迎
し
て
指
り
ま
す
.

一

牛
、
細
苧

(四)

『
毒
ガ
』

退

治

の
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棉、

ね
t
町
政

一

般

に

つ

い

て

一

3
町
民
白
秩
序
を
乱
す
と
認
む
一
以
上
不
注
意
に
よ
る
事
故
を
一
高
美
町

2
今
金
町
住
民
で
、
住
所
氏
名
一
る
も
由
は
登
載
を
停
止
す
る
己
一
少
し
で
も
な
〈
L
明
る
い
社
会
一

明
記
白
と
と
但
し
希
望
に
よ
り
一と
も
あ
り
ま
す
.

一
に
な
る
よ
う
交
通
の
き
ま
り
を
一幸

と

く

名

は

自

由

一

一守
り
ま
し
ょ
う
・

~~:/d;-t::;'~部品l
::;;，i;，f，加盟Lャm閉山5四郎幽幽YJI

進

工
藤
磁
郎

長
沼忠

畿

長
女様

子

三
男勝

央

牧
田
金
次
郎
二
女

ル
ミ
子

岡
鉢
晃
行

長
女

久
美
子

下
回
屋

茂

三
男

秀
樹

川
上

消

長

男
正
申

由
桟
秀
夫
長
女浩

子

波

芳

雄

提

男
孝

山
口

学

ニ
女圭

子

山
田
文
夫
二
女優

子

大
沢
兵
次
長
男蹴

次

日
の
出
町
清
水
栄
一
長
女

岡
子

長
男

友
哉

長
男

勝
彦

二
女

玉
恵

八
木
忠
雄

町

多
岡
正
夫

英
利
河

水
沼
八
郎

六
月
@

よ
ろ
こ
び
か
な
し
み
」柴山

昇

よ
ろ
こ
び

種

川

松

尾

幸

重

白

石

岡

大
久
保
隆

原石

作
田
義
久

In) 

町

小
国
怜
二

石

丘

山
崎
昭
利

町国1

車i求人に

岡
田
則
好

緑
町

江
藤

賢

緑
町

合

原

本
間
信
昭

人lま車に、

か
な
し
み

花

石

藤

原

な

つ

よ

八

束

太

田

玄

吉

問
、
昇
牧
田
ル
ミ
子

開
辺
町
吉
田
儀
三
郎

白

石
加
藤
と
み

南

町

宇

陀

英

三

治

郎

柳

町

山

田

佳

子

八
幡
町
山
岡
静
子

昭
和
町
社
兵
右
衛
門

まず注意、

J 

旧

制

雄

勝

旦

力

投

義

定

益

町

長

長

勝

山

釦

町

部

鶴

沢

』

同

今

Am
安

m
戸
一
町
内

所

令

人

白

人

命

者

向

行

集

刷

発

発

編

回

記
録
的
集
中
豪
雨

被
害
総
額

五
三
、

モ土 決
木 業
関関

他係係

の

四
ニ
六
千
円
余

四

二

、

四

一

二

千

円

}

丸

、

一

九

一

千

円

}

一
、
八
二

三

千

円

』
O四
戸戸

名名



(ニ)報

維
持
し
・
か
っ
、
そ
の
当
時
、
一
-

夫
文
は
喪
白
子
で
あ
る
義
務
教
一
『

育
終
了
前
田
子
と
生
計
を
共
に
一
占

し
て
い
る
場
合
で
、
次
白
い
ず
一
-

れ
か
に
骸
当
し
た
と
き
支
給
さ
一F

れ
る
・

一」

付
夫
白
死
亡
自
に
お
い
て
、
妥
一「

が
被
保
険
者
で
あ
っ
た
場
合
は
一
4

死
亡
目
白
前
日
に
お
い
て
、
前
一-

新
ら
し
く
出
来
上
っ
た
補
完
一
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
・

一掃
の
補
完
的
障
害
福
祉
年
金
白
一
「

的
福
祉
年
金
は
、
拠
出
制
年
金
一

H
初
診
日
に
お
い
て
被
保
険
者
一

H
白
イ
ロ
白
保
険
料
納
付
要
件
一
一

民
対
す
る
も
の
と
し
て
国
民
皆
一

で

あ

っ

た

者

一

を

満

た

し

て

い

る

こ

と

.

一『

年
金
白
-
環
と
し
て
.
国
民
年
一
イ
初
診
日
目
前
月
ま
で
白
被
保
一
同
夫
の
死
亡
自
に
お
い
て
、
要
一-

金
制
度
の
中
に
股
け
ら
れ
た
も
一
険
期
間
白
う
ち
保
険
料
を
納
一が
被
保
険
者
で
な
か
っ
た
者
に
一-

の
で
す
.

一
め
る
べ
き
期
間
門
保
険
料
免
一つ
い
て
は
、
死
亡
臼
に
於
て
喪
一戸

こ
白
補
完
的
福
祉
年
金
は
、
一
除
期
聞
を
除
い
た
期
間】

が
一
が
七
十
才
未
満
で
あ
り
、
か
つ
二

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
あ
っ
一

五
年
以
上
で
あ
る
場
合
に
お
一
死
亡
回
目
前
日
に
お
い
て
妥
が
一司

て
.
保
険
料
を
納
め
る
己
と
が
一
い
て
は
、
そ
の
期
聞
の
う
ち
一
補
完
的
老
令
福
祉
年
金
白
受
給
一寸

で
き
な
か
っ
た
白
で
、
保
険
料
一
保
険
料
納
付
済
期
聞
が
三
分
一
要
件
を
備
え
て
い
る
者
一
-

免
除
白
取
扱
を
受
け
、
己
申
期
一
白
二
以
上
で
あ
る
己
と
、
つ
一
以
上
田
要
件
が
必
要
と
な
っ

一…

閲
が
長
が
か
っ
た
た
め
、
拠
出
一
ま
り
保
険
料
滞
納
期
間
が
あ
一て
い
ま
す
が
、
内
容
的
に
難
か

二

制
年
金
を
受
け
る
た
め
の
最
少
一
っ
て
も
、
そ
れ
が
三
分
自
二
し
い
事
も
あ
り
ま
す
の
で
司
役
一巴

限
度
目
納
付
済
期
間
を
満
た
し
一
以
下
で
あ
る
と
と
.

一場
国
民
年
金
係
え
御
問
い
合
せ
一「

得
な
か
っ
た
人
に
支
給
さ
れ
る
一

口
初
診
H
の
前
月
に
お
け
る
直
一下
さ
れ
ば
砕
し
〈
御
説
明
い
た
こ

も
白
で
す
.

一
近
白
基
準
月

三

月、

四
月
一し
ま
す
。

一唱

と
の
補
完
的
福
祉
年
金
は
、
一
七
月
及
び
十
月
〕
目
前
月
ま
一

昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
一

で
引
き
続
く
三
年
間

門被
保
一

始
ま
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
由
一
険
者
に
な
っ
て
か
ら
後
の
期
一

経
過
的
福
祉
年
金
と
同
じ
よ
う
一
聞
に
限
り
、
そ
の
期
聞
が
三
一

匹
受
付
は
、
住
所
地
由
市
町
村
一
年
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ一

役
場
で
行
な
い
ま
す
.
ま
た
.
一
白
期
間
で
た
り
る
】
に
保
険
一

年
金
受
給
資
格
要
件
と
し
て
次
一
料
滞
納
期
聞
が
ま
っ
た
く
な
一

の
と
お
り
で
す
白
で
御
注
意
下
一
い
こ
と
.

一

き
い
.

一
同
初
診
自
に
お
い
て
被
保
険
者
一

補
完
的
障
害
槽
祉
年
金

一

で

な

い

者

一

一
、
被
保
険
者
又
は
被
保
険
者
一
イ
初
診
日
に
於
て
七
十
才
未
潰
-

で
あ
っ
た
七
十
才
未
満
の
者
が
一

で
あ
り
、
か
っ
.
初
診
目
白一

両
手
又
は
両
足
を
央
っ
た
よ
う
一

前
日
に
お
い
て
補
完
的
老
令
一

な
重
度
の
障
害
を
受
け
、
他
人
一
福
祉
年
金
白
受
給
要
件
を
満
一

白
助
け
を
借
り
な
け
れ
ば
日
常
一

た
し
て
い
る
と
き
.
一

生
活
が
出
来
な
い
よ
う
な
状
態
一
二
、
補
完
的
母
子
福
祉
年
金

一

に
あ
り
、
か
つ
初
診
日
の
前
日
一

夫
に
死
別
し
た
棄
が
、
夫
由
一

に
於
て
次
回
要
件
に
骸
当
し
た
-死
亡
当
時
売
に
よ
っ
て
生
計
を
一

ヲ

民出制年金由手続 事は市町村役場で

国
民
年
金
メ
モ

験
宇
品
、

署

三回
F

察

用
暗

回
一
採

取

3

官
?

1
F
H
役

さ

第
整
一
日
比

道

は御

海
詳
え

b
l
H
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新
し
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補
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的
一
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祉
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実
施
場
所

英
利
河
小
学
校

花
石
小
学
校

中
卑
小
学
校

住
吉
小
学
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今月は [8 月》

個人事業視の納期です

全道納期内納入促進月間

自8月 t5日--至8月s司自

赤痢・腸チフス に注意

本
月
は
個
人
事
業
税
第

二
期
一
の
ば
い
菌
が
つ
い
て
い
ま
す
・

分
自
納
期
で
す
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せ
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運
動
を
展
開
中
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あ
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す
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予
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『
納
税
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搬
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習
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れ
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瓦
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入
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入
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す
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菌
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.
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す
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